
月
60
時
間
超
の
時
間
外
労
働
は

割
増
率
が
５
割
に
！

　

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
「
働
き
方
改
革

関
連
法
」
が
順
次
施
行
さ
れ
て
お
り
、
来

年
４
月
に
は
中
小
企
業
を
対
象
と
す
る

「
月
60
時
間
超
の
残
業
の
割
増
賃
金
率
引

き
上
げ
」
の
施
行
が
迫
っ
て
い
る
。
月
の

時
間
外
労
働
が
60
時
間
を
超
え
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
25
％
で
あ
っ
た
割
増
賃
金
率
が

50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る（
表
１
）。ま
た
、

60
時
間
を
超
え
る
分
の
時
間
外
労
働
を
深

夜
（
22
時
～
５
時
）
の
時
間
帯
に
行
わ
せ

る
場
合
に
は
、
割
増
率
が
75
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
。

　

総
務
省
の
「
労
働
力
調
査
」
に
よ
る
と
、

週
の
就
業
時
間
が
60
時
間
を
超
え
る
雇
用

者
の
割
合
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
２
０
２
１
年
で
は
雇
用
者
の
う
ち

８
・
５
％
を
占
め
、
特
に
男
性
は
依
然
と

し
て
10
％
を
超
え
て
い
る
。

 　

割
増
賃
金
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
労
働
時
間
の
正
確
な
把
握
と

時
間
外
労
働
の
削
減
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
と
な
る
が
、
一
方
で
は
限
ら
れ
た
人

員
で
事
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

社
内
で
の
業
務
改
革
を
進
め
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う

し
た
中
、
今
回
は
社
員
の
労
働
環
境
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
全
社
を
挙
げ
て
業

務
改
革
に
取
り
組
み
、「
稼
ぐ
力
」
を
磨

い
て
い
る
企
業
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

特
集

残業を減らし、業績を伸ばす

働き方改革が叫ばれる中、時間外労働の削減を促すことを目的とした「時間外労働の上限規制」が 2020
年４月（中小企業向け）に施行されたのに続き、来年４月には「月 60 時間超の残業の割増賃金率引き上げ」

（中小企業向け）の施行が迫っている。企業にはコスト増加のリスクが降りかかるとともに、時間外労働の
更なる削減に向けた努力が求められる。
今回は、時間外労働の削減に向け、全社を挙げて社員の労務管理とともに、業務改革にチャレンジする企
業の取り組みを紹介する。

　　  待った無し！
時間外労働削減

総務省「労働力調査」より

１か月の時間外労働
　 １日８時間、１週 40 時間
　 を超える労働時間

60 時間以下 60 時間超

大企業 25％割増し 50％割増し
（2010 年 4月から）

中小企業 25％割増し 50％割増し
（2023 年 4月から）

週の就業時間が60時間以上の雇用者の割合
（週35時間以上の雇用者に占める割合）

グラフ1
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表 1　表 1　時間外労働の割増賃金率



　

㈱
米
五
は
２
０
０
年
近
い
業
績
を

持
つ
老
舗
味
噌
店
で
あ
る
。
自
社
工

場
で
製
造
し
た
味
噌
関
連
商
品
の
店

頭
・
通
信
販
売
や
、併
設
す
る
カ
フ
ェ

「
ｍ
ｉ
ｓ
ｏ
ｌ
ａ
（
み
そ
ら
）」
で
飲

食
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
の
新
事
業
の
立
ち
上

げ
と
新
店
舗
へ
の
移
転
の
際
に
、
準

備
や
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
社
員
が

戸
惑
う
こ
と
も
多
く
、残
業
が
急
増
。

社
内
に
は
「
自
分
だ
け
早
く
帰
る
の

は
申
し
訳
な
い
」
と
い
う
ム
ー
ド
も

有
り
、残
業
に
対
す
る
意
識
は
薄
く
、

各
部
門
の
管
理
職
も
部
下
が
ど
れ
だ

け
残
業
し
て
い
る
か
を
把
握
で
き
て

い
な
か
っ
た
。

　

会
社
と
し
て
残
業
へ
の
強
い
意
識

改
革
が
必
要
と
考
え
、
社
員
ご
と
の

残
業
時
間
を
グ
ラ
フ
化
し
て
タ
イ
ム

カ
ー
ド
の
隣
に
貼
り
出
し
、
強
く
残

業
減
を
意
識
づ
け
る
工
夫
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
毎
月
の
全
社
会
議
で

社
員
の
前
月
の
残
業
時
間
と
有
給
休

暇
の
取
得
日
数
を
一
覧
表
に
し
て
配

布
。残
業
時
間
が
特
に
多
か
っ
た
り
、

休
暇
の
取
得
が
進
ま
な
い
社
員
に
対

し
て
、
社
長
と
の
個
別
面
談
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
改
善
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を

き
っ
か
け
に
特
定
の
社
員
だ
け
が
担

当
し
て
い
た
業
務
を
、
複
数
人
数
で

担
当
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

 

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
社
内

に
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
を
気

遣
っ
た
り
、
ア
イ
ド
ル
タ
イ
ム
に
他

部
門
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な

ど
、
業
務
を
分
担
し
た
り
、
軽
減
し

よ
う
と
す
る
雰
囲
気
も
醸
成
さ
れ
て

き
た
。

　

こ
の
結
果
、
２
０
１
８
年
に
は
40

時
間
近
か
っ
た
正
社
員
の
月
平
均
残

業
時
間
が
、
２
０
２
１
年
に
は
10
時

間
程
度
ま
で
減
り
、
以
前
は
３
割
程

度
だ
っ
た
有
給
休
暇
の
取
得
率
も
昨

年
は
７
割
に
達
し
て
い
る
。

　

残
業
時
間
の
削
減
と
と
も
に
、
当

社
で
は
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
、
組
織

横
断
型
で
生
産
性
向
上
に
向
け
た
委

員
会
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年

は
「
顧
客
感
動
委
員
会
」
と
「
業
務

改
善
委
員
会
」
を
設
置
。
前
者
で
は

お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
謝
や
提

案
、
ク
レ
ー
ム
な
ど
の
投
稿
情
報
を

全
社
員
で
共
有
。
新
商
品
の
開
発
や

接
客
の
向
上
、
ミ
ス
の
再
発
防
止
な

ど
に
活
か
し
、
売
上
の
拡
大
や
顧
客

満
足
度
の
向
上
の
面
で
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
後
者
で
は
５
Ｓ
の
徹
底
や

無
駄
な
業
務
の
削
減
、
設
備
の
拡
充

な
ど
、
現
場
か
ら
の
意
見
や
提
案
を

吸
い
上
げ
て
、
よ
り
働
き
や
す
い
環

境
の
整
備
に
繋
げ
て
い
る
。

　
「
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
客
観
的

な
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

気
付
か
な
か
っ
た
業
務
の
改
善
に
繋

が
る
」と
話
す
多
田
社
長
。「
今
後
は
、

社
員
が
複
数
の
部
門
を
担
当
で
き
る

多
能
工
化
を
進
め
、
部
門
間
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率

化
や
残
業
時
間
の
削
減
に
繋
げ
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

情報共有による意識改革と業務改善

INTERVIEW

㈱
米
五

代
表
取
締
役
社
長　

多
田 

健
太
郎 

氏

タイムカード横に貼られた残業時間のグラフ

見
え
る
化
に
よ
る社

員
の
意
識
改
革

組
織
横
断
で
生
産
性
の
向
上
と

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り



　

福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
は

１
９
７
７
年
に
設
立
。
県
内
各
地
に

拠
点
を
設
け
、
宅
配
・
店
舗
・
介
護
・

子
育
て
・
共
済
・
生
活
支
援
・
小
水

力
発
電
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
８
つ
の
事

業
を
展
開
し
、
約
１
、６
０
０
名
の

職
員
が
在
籍
し
て
い
る
。

　

事
業
分
野
の
拡
大
に
伴
い
、
勤
務

形
態
の
幅
も
広
が
り
、
職
員
の
勤
務

時
間
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き

た
た
め
、
２
０
１
８
年
か
ら
全
職
員

を
対
象
に
時
間
外
労
働
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
部
か
ら
各
事
業
所
の
所
属
長
に

対
し
て
事
業
所
・
職
員
ご
と
の
時
間

外
労
働
デ
ー
タ
が
、
週
次
・
月
次
で

配
信
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
部
で
毎

月
開
催
さ
れ
る
所
属
長
（
管
理
職
）

会
議
の
場
で
事
業
所
・
職
員
ご
と
の

月
次
時
間
外
労
働
の
状
況
が
提
示
さ

れ
、
職
員
の
労
働
時
間
を
個
別
に
把

握
で
き
る
体
制
を
整
備
。
時
間
外
労

働
が
長
い
職
員
に
対
し
て
は
管
理
職

が
積
極
的
に
声
掛
け
や
業
務
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
時
間
外
労
働
の

削
減
に
努
め
て
い
る
。

　

一
方
、
顧
客
満
足
度
や
生
産
性
の

向
上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
別

角
度
か
ら
の
労
働
時
間
の
削
減
に
努

め
て
い
る
。
２
０
１
６
年
か
ら
職
員

に
よ
る
業
務
改
善
の
ア
イ
デ
ア
提
案

制
度
を
設
け
、
３
万
件
近
い
提
案
が

有
っ
た
。
提
案
分
野
は
新
商
品
開
発

や
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
改
善
に
伴
う
業
務
時
間
の

縮
減
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
効
果
が

高
い
提
案
は
所
属
長
会
議
で
の
投
票

で
「
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
月
間
Ｍ
Ｖ
Ｐ

賞
」「
年
間
Ｍ
Ｖ
Ｐ
」
を
決
定
。
表

彰
す
る
と
と
も
に
、
他
の
部
門
で
も

活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
、
効
果
を

組
織
全
体
に
繋
げ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
提
案
制
度
も
７
年
目

を
迎
え
「
改
善
の
着
眼
点
や
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
い
る
」
と
総
務
・
開
発

支
援
課
長
の
清
水
さ
ん
は
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
所
や
チ
ー
ム
単
位
で

課
題
や
改
善
点
を
洗
い
出
す
「
仕
事

品
質
活
動
」
も
展
開
。
事
業
所
ご
と

に
年
間
で
取
り
組
む
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
何
が
課
題
で
、
ど
の
よ
う
な
改

善
を
行
え
ば
ど
ん
な
効
果
が
見
込
ま

れ
る
か
と
い
う
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
記

載
す
る
「
仕
事
品
質
改
善
シ
ー
ト
」

を
活
用
し
、
組
織
内
に
設
け
た
「
業

務
改
善
支
援
室
」
と
も
連
携
し
て
、

効
果
が
高
い
改
善
を
チ
ー
ム
で
検
討

す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　

今
後
は
新
た
に
創
設
さ
れ
た
Ｄ
Ｘ

推
進
部
が
、
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
声
や
各
部
門
ご
と
の
業
務
デ
ー
タ

を
分
析
。
組
合
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
て
８
つ
の
事
業
部
門
が

提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
や
、
業
務
内
容
・
労
働
時
間
の

見
直
し
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

管
理
部
長
の
茶
谷
さ
ん
は
「
優
れ

た
取
り
組
み
を
褒
め
る
組
織
風
土
を

醸
成
し
、
働
き
や
す
い
環
境
と
、
組

合
員
に
対
す
る
お
役
立
ち
価
値
を
高

め
る
組
織
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

INTERVIEW

グッドアイデア月間ＭＶＰ表彰の様子

優れた提案を褒める組織風土で企業価値向上

福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

　
　

  

管
理
部

部
長　

茶
谷 
佳
秀
さ
ん（
右
）

　
　

  

総
務
・
開
発
支
援

課
長　

清
水 　
貢
さ
ん（
左
）

週
次
・
月
次
・
月
例
会
議
で

時
間
外
労
働
を
チ
ェ
ッ
ク

組
合
員
へ
の

お
役
立
ち
価
値
を
高
め
る
た
め
に



　

企
業
の
人
材
確
保
は
困
難
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
今
回
の
制
度
改
正

を
契
機
に
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
の

中
で
、
ど
う
会
社
を
回
す
か
と
い
う

視
点
に
立
ち
返
り
、
ま
ず
は
業
務
の

棚
卸
を
行
う
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

特
に
時
間
外
労
働
や
休
日
労
働
は
、

コ
ス
ト
に
直
結
す
る
。
業
務
の
棚
卸

で
、
コ
ス
ト
に
見
合
う
時
間
外
業
務

な
の
か
を
見
極
め
た
り
、
特
定
の
社

員
に
偏
る
仕
事
を
「
他
に
振
り
分
け

る
、
業
務
内
容
を
減
ら
す
、
業
務
そ

の
も
の
を
止
め
る
・
外
注
す
る
」
な

ど
の
取
り
組
み
も
必
要
だ
。

　

一
方
、
労
働
時
間
の
縮
減
と
と
も

に
、
事
業
見
直
し
、
価
値
向
上
も
重

要
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
２
社
で
は
、

全
社
を
挙
げ
て
社
員
参
加
型
の
業
務

改
善
や
情
報
共
有
体
制
を
構
築
し
、

売
上
の
拡
大
や
顧
客
満
足
度
・
企
業

価
値
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
の
制
度
改
正
は
企
業
に
と
っ

て
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
る
が
、
社
内

の
意
識
を
変
え
、
業
務
内
容
を
見
直

す
好
機
と
と
ら
え
、
改
革
・
改
善
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

特
定
社
会
保
険
労
務
士
と
し

て
、
企
業
の
労
務
管
理
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
青
木
基
和
氏
に
、
労

働
時
間
の
削
減
や
生
産
性
向
上
に

向
け
て
、
企
業
が
取
り
組
む
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
伺
っ
た
。

　

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
の
引
き

上
げ
は
、
中
小
企
業
へ
の
適
用
に
先
立

ち
、
大
企
業
向
け
に
は
２
０
１
０
年
４

月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
大

企
業
な
ど
、
既
に
取
り
組
み
を
始
め
た

企
業
で
は
「
減
ら
せ
」
と
い
う
一
方
向

的
な
施
策
の
結
果
、
一
般
社
員
の
残
業

時
間
が
減
る
一
方
、
残
業
手
当
の
対
象

と
な
ら
な
い
管
理
職
の
勤
務
時
間
が
増

加
し
た
り
、
社
員
が
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ー

タ
を
持
ち
帰
っ
て
仕
事
を
続
け
る
「
隠

れ
残
業
」
に
よ
る
過
労
も
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
制
度
改
正
は
長
時
間

労
働
を
改
善
し
、
健
康
で
長
く
勤
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、
ど

こ
か
を
減
ら
し
た
分
、
ど
こ
か
に
負
担

さ
せ
る
と
い
う
考
え
で
は
、
制
度
の
趣

旨
に
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

企
業
経
営
に
対
す
る
評
価
軸
が
「
売

上
の
拡
大
」
か
ら
「
利
益
の
増
長
」
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
労
働
時
間

の
長
さ
だ
け
で
な
く
、
時
間
を
か
け
て

何
を
生
み
出
し
た
の
か
、
組
織
に
と
っ

て
利
益
に
結
び
つ
く
こ
と
な
の
か
と
い

う
「
労
働
の
質
」
を
評
価
の
基
準
に
加

え
る
時
期
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

施
策
に
お
い
て
は
、
社
員
に
対
し
て

単
に
「
残
業
を
減
ら
せ
」
と
呼
び
掛
け

る
だ
け
で
な
く
、
健
康
経
営
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
、
施
策
の
趣
旨
や

目
的
を
明
確
に
し
て
、「
我
が
社
は
変

わ
る
ん
だ
」
と
い
う
強
い
ト
ッ
プ
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
継
続
的
発
信
が
鍵
に
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ

イ
ン
が
普
及
し
、
仕
事
の
中
身
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
に
、
今
回

の
制
度
改
正
も
仕
事
の
中
身
を
見
直
す

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
欲
し
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
企
業
が
労
働
時

間
を
短
縮
し
、
業
務
の
見
直
し
や
効
率

化
を
図
る
た
め
に
「
働
き
方
改
革
推
進

助
成
金
」
を
設
け
て
い
る
。
生
産
性
向

上
を
目
的
と
し
た
設
備
の
導
入
や
労
務

管
理
ソ
フ
ト
の
更
新
、
社
員
向
け
の
労

務
研
修
の
開
催
、
外
部
の
専
門
家
に
よ

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
も
活
用

で
き
る
の
で
、
企
業
の
事
情
に
合
わ
せ

て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

仕
事
に
対
す
る
評
価
軸
を
変
え
、中
身
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
に
！

社会保険労務士オフィス　　 Ｈ
ハ ー モ ニ ー

ａｒｍｏｎｙ
特定社会保険労務士 青木　 基和さん

expert's eye

限
ら
れ
た
人
員
と
時
間
で

い
か
に
企
業
価
値
を
上
げ
る
か


